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　獅子舞が170年余も伝統的に継承されている我謝区の、現4代目獅子の制作25周年を祝う「我謝獅

子加那志トゥシビーウユエー」（我謝伝統芸能保存会、我謝自治会主催）が9月30日、我謝公民館にて開

かれました。

　舞台では、我謝伝統芸能保存会をはじめ、我謝老人会や我謝婦人会らが演舞を披露し、祝いを盛り

上げました。また、獅子舞の後継者育成として取り組まれている子ども獅子舞が初お披露目しました。

　祝いでは、ゆったりとした動きの伝統的な“元手”と躍動感溢れる動きの“新手”と二つの型を披露

し、観客から指笛や拍手が送られました。最後は、獅子人衆が、獅子の周りを輪になって踊るウーグー

ヌー節で、獅子を奉納しました。

　エイサーを通して、地域青年会の活性化を図り、新

たな伝統芸能の歴史を作ることを目的とした「第6回

西原町さわふじ青年エイサーまつり」（町さわふじ青

年エイサーまつり実行委員会主催）が10月14日、サン

エー西原シティー屋外駐車場で開催されました。

　まつりには、舞葵琉太鼓、沖縄キリスト教学院のエ

イサー団レキオ、兼久、小那覇、内間団地、内間の各青

年会が出演し、勇壮なエイサーの演舞に、集まった多

くの観客からは、盛大な拍手が送られました。

　地域住民が連携し、子どもたちを守ろうと与那城

自治会は、自主パトロール隊を結成し、10月6日、同公

民館で出発式が行われました。

　出発式で、嘉陽宗孝与那城自治会長は「地域の子ど

もたちを犯罪から守り、地域の安全は地域で守る。日

常から監視するよう心がけたい」とあいさつしまし

た。

　同隊は定期的に、通学路などをパトロールする予

定です。

　町食生活改善推進員の在宅介護食講習会第2回講

座が9月28日、町役場で開かれました。

　前半は、歯科衛生士の池間直子氏が「壮年期から高

齢期にかけての口腔内の特徴と変化について口腔ケ

アの実際」を講演。後半では、介護福祉士の諸見里安

知氏（医療法人正清会　久田病院）が「高齢者の加齢

による身体的精神的変化について、高齢者とその家

族や周囲との関わりの変化について」講演し、食改推

進員らは熱心にメモを取っていました。

　「敬老の日」の9月17日、新垣町長や仲井真弘多県知

事は、與那嶺正貞さん（字幸地）宅を訪れ、100歳の長

寿を祝い、記念品を贈りました。

　新垣町長は「正貞おじーは100歳にしては若々しく

て元気。もっと長生きして、町の新記録をうちたてて

ください」と祝いを述べ、長寿の秘訣を聞くと、與那

嶺さんは「体を動かすこと。ヒージャーのための草刈

りが楽しい」と話していました。

　今年、町内では2人の方が新100歳を迎えました。

我謝獅子25歳の生年祝い

与那城自治会が自主パトロール隊を結成さわふじ青年エイサーまつり大盛況！ 100歳おめでとう！食改推進員が高齢者について学習

話題話題
まちのまちの

與那嶺正貞さんから杯を受ける新垣町長講習会の様子。枠内左から講師の池間氏と諸見里氏与那城自治会の自主パトロール隊各青年会が力強いエイサーを披露

　中部地区の畜産業の発展を目的として、平成19年

度（第33回）中部地区畜産共進会が、10月３日に中部

家畜市場（うるま市）で開催され、若雌２類(黒毛和牛・

生後18～24ヶ月)の部で、翁長正勝さん（字幸地）が出

品した牛｢きょうすけ１１３｣が１等に輝きました。

　これにより、11月に開催される沖縄県畜産共進会

への出品が決まり、西原町産の牛としては５年ぶり

の同大会への出品となります。

　平成19年度若手後継者等育成事業の一環として、

土屋誠教授（琉球大学理学部長・理学博士）による「ふ

るさとの海」と題した講演会（県商工会青年部連合会

中部支部主催）が9月29日、エリスリーナ西原ヒルズ

ガーデンで行われました。

　土屋教授は、県内のビーチ等の現状と課題、サンゴ

礁の大切な働きなどをスライドで紹介し、観光資源

としての海岸の保全、自然を守る大切さを訴えてい

ました。

商工会青年部が講演会を開催西原町産の牛が５年ぶりに入賞！

講演会の様子。枠内は土屋教授手前が翁長さんと「きょうすけ113」

あごを床にすりつける「元手」の踊り ウーグーヌー節で、獅子を周回して奉納する
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平成2
0年度

～西原町立幼稚園園児募集案内～～西原町立幼稚園園児募集案内～
　西原町教育委員会では、平成20年度の町立幼稚園の園児募集を行います。町立幼稚園全園で完全給食（但し木曜日は弁

当日）ならびに2年保育（4歳児・5歳児）を実施します。幼稚園の通園区域の制限はありません。（小学校からは通学区域が

ありますのでご注意下さい）入園を希望する保護者は申込手続きをして下さい。

・児童手当用の所得証明書のコピー（転入の方）   

※平成１９年１２月より所得制限が導入されることに伴い、 所

得状況と児童手当受給の有無の確認が必要になりますの

で、必要事項の確認承諾について手続きを行ってください。 

お問合せ先　 ： 　西原町役場　　健康衛生課　　保健係　　　☎９４５－５０１３

平成19年12月20日（木）14時半から17時

平成19年12月21日（金）15時から17時

平成19年12月21日（金）14時半から17時

５歳児申込受付日と同日

翌日

☎945－5039　（内線 512）



（11）広報にしはら　No.429. H19.11.1 広報にしはら　No.429. H19.11.1（10）

　都道府県や市町村などの地方自治体は、わたしたちが豊かで健康な暮らしができるよう、日々の生活のす
みずみまで広い範囲にわたりいろいろな仕事をしています。そのためにはたくさんの費用が必要になります
が、この資金はみんなで出し合っていかなければなりません。これが税金なのです。
　わたしたちは、地方自治体の主人公のひとりとして、住み良い豊かな街づくりに積極的に参画するために
も、税金に対する理解を一層広めたいものです。

　日本では世界に例をみない速さで少子高齢化が進んでいます。高齢化が進むにつれて社会保障費を中心
に支出の増加が見込まれ、それと並行して 20 歳～64 歳の労働者世代の人口比率が減ることから、幅広い
世代で社会を支えていく事が必要だと考えられます。
　社会を支える財源は税金であり、公的サービスの水準によって税金の負担も変わります。わたしたちが
個々の問題として、税金の果たす役割、あり方について考えていくことが大切なのです。

11月11日～17日は税を考える週間です。税を考える週間です。

西原町の財政をみてみると・・・直接納めた税金、国に納
めて交付金等で入ってくる収入など、町の予算は税金に
よって成り立っていることが分かります。

（西原町の財政）
＊平成18年度決算

これからの社会と税金

e-Tax（国税電子申告・納税システム）は、あらかじめ開始届出書を提出し、登録をしておけば、インター
ネットで国税に関する申告や納税、申請・届出などの手続ができる便利なシステムです。

《ご利用できる手続》
①申告所得税、法人税、消費税、酒税や印紙税の申告もできます。

②納税インターネットバンキングやＡＴＭなどを利用して、すべての税目の納税ができます。

③申請・届出等青色申告の承認申請、納税地の異動届、電子納税証明書の交付請求など、税務に関する申請・届出な

どの提出ができます。

①パソコンとインターネットが利用できる環境
②電子署名用の電子証明書（電子証明書※が IC カードで発行される場合は、IC カードリーダライタ）

《ご利用のために必要なもの》

《「e-TAX」をご利用開始までの流れ》

※電子証明書…西原町役場町民課にて公的個人認証サービスに基づく電子証明書の発行ができます。
（必要なもの）・運転免許証、パスポート等官公署が発行した写真付証明書（有効期限内に限る）
　　　　　　・手数料 500 円（住基カードをお持ちでない場合は、別途手数料 500 円が必要になります）
（注）確定申告時期前は込み合うと予想されますので、お早めに手続きされるようお願いします。

①開始届出書を所轄する税務署に提出して下さい。
②税務署から利用者識別番号及び暗証番号の記載された通知書等が送付されます。
③ｅ－ＴＡＸソフトをインストールし、暗証番号の変更及び電子証明書等の登録を通知書に記載された期限までに行っ
てください。

対 象 者：電子申告により平成１９年分又は平成２０年分の所得税の確定申告書を各年の翌年

　　　　　３月１５日までに提出する際、併せて本人の電子署名と電子証明書とを送信した者

控 除 額：５，０００円（その年分の所得税額を限度）

適用年分： 平成１９年分又は平成２０年分

　　　　　（※平成１９年分に本税額控除の適用を受けた方は、平成２０年分においてはその適用を受け

　　　　　 ることができません）

電子証明書を有する個人の電子申告に係る所得税額の特別控除制度の創設について
（※所得税について 5,000 円の控除を受けられます。）

　もっと詳しい情報は、ｅ－ＴＡＸホームページへ　www.e-tax.nta.go.jp
「ｅ－ｔａｘ」の最新情報やご利用にあたっての手続等について説明しています。

日　　時：平成 19年 11 月 13 日（火）　10：00～12：30　（受付時間 9：30 から）
場　　所：沖縄コンベンションセンター　劇場棟（宜野湾市真志喜４－３－１）
○ご出席の際は、「出席票」・「年末調整のしかた」等の関係書類をご持参ください。
○関係用紙の不足については、出席票に必要部数をご記入の上、説明会会場にてお受け取りください。
《お問合わせ先》 
北那覇税務署　☎877-1324
○年末調整のしかた……………………法人課税第１部門（内線 64）
○源泉徴収票及び支払調書等の作成…個人課税第１部門（内線 43）

西原町の事業所の皆様へ

年末調整説明会のご案内
西原町の事業所の皆様へ

年末調整説明会のご案内

確定申告は e-TAXで！確定申告は e-TAXで！
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今
年
の
カ
ジ
マ
ヤ
ー
十
一
人
、ト
ー
カ
チ（
米
寿
者
）七
十
九
人
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
カ
ジ
マ
ヤ
ー
十
一
人
、ト
ー
カ
チ（
米
寿
者
）七
十
九
人
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
カ
ジ
マ
ヤ
ー
を
迎
え
る
方
々
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）
生
ま
れ
で
、
男
性
三
人
、
女
性
八
人
で
す
。（
二
人
は
掲
載
辞
退
）
ま
た
、

ト
ー
カ
チ
（
米
寿
）
を
迎
え
る
方
々
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
生
ま
れ
で
、
男
性
二
十
八
人
、
女
性
五
十
一
人
で
す
。（
十
四
人
は
掲
載
辞
退
）

與那嶺　トシ
（幸　地）

與那嶺タケ子
（幸　地）

下地　マツ子
（翁　長）

呉屋　ツル
（小那覇）

翁長　幸子
（小那覇）

東江　カミ
（小那覇）

玉那覇エイ子
（美　咲）

與那城　ツル
（安　室）

小橋川　三郎
（我　謝）

仲宗根　盛次
（幸　地）

與那嶺　ツル
（幸　地）

與那嶺　誠二
（幸　地）

銘苅　ヨシ
（幸　地）

銘苅ヨキ
（幸地ハイツ）

城間　太郎
（棚　原）

宮平　盛榮
（徳佐田）

宮里　盛德
（棚　原）

佐久田　シゲ
（徳佐田）

島袋　千代
（森　川）

石原　キヨ
（千　原）

許田　盛信
（森　川）

野村　シゲ子
（上　原）

石原　カメ
（千　原）

喜納　トミ
（上　原）

村吉　美代
（翁　長）

城間　スミ子
（翁　長）

根間　ヨシ
（翁　長）

宮城　ミチ子
（坂　田）

松本　サワ
（坂　田）

宮里　登美子
（呉　屋）

與儀　敏子
（津花波）

與那嶺　清助
（津花波）

城間　太郎
（津花波）

呉屋　利子
（津花波）

山城　タケ
（西原台団地）

川上　ヨシ
（西原台団地）

大城　治子
（西原台団地）

高江洲　夏雄
（西原台団地）

宮城　千代
（小橋川）

玉城　善吉
（掛保久）

大城　純義
（内　間）

玉那覇　カメ子
（掛保久）

玉那覇　ツル
（小那覇）

新川　正雄
（小那覇）

幸地　シゲ
（小那覇）

玉那覇　善助
（小那覇）

城間トシ子
（小那覇）

宮平　榮吉
（小那覇）

城　キヨ
（平　園）

安里　スエ
（平　園）

安里　ツル
（平　園）

濱川　宮
（平　園）

仲宗根　ユキ
（兼　久）

玉那覇　盛吉
（兼　久）

森永　春子
（兼　久）

平良　源一郎
（兼　久）

玉城　俊子
（与那城）

奥濱　ヨシ
（与那城）

奥濱　キク
（美　咲）

呉屋とし子
（我　謝）

新垣　盛光
（我　謝）

小橋川　榮光
（我　謝）

小川　
（我　謝）

喜屋武　ヒデ
（安　室）

與那城　静
（安　室）

新城　晶子
（桃　原）

村吉　千代
（桃　原）

富山　芳子
（池　田）

宇久田　春子
（池　田）

小波津　盛恒
（小波津）

糸数　幸四郎
（小波津）

藏根　シズ
（小波津）

山里　景則
（小波津団地）

崎原　盛松
（上　原）
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広
報
に
し
は
ら
十
月
号
で
は
「
平
成
十
八
年
度
決
算
報
告
」
と
い
う
こ
と
で
、

町
の
一
年
間
の
収
支
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、町
の
資
産
や
負
債
の
状
況
を
表
し
た『
貸
借
対
照
表(

バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト)

』
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
ど
れ
だ
け
の
費
用(

コ
ス
ト)

が

か
か
っ
て
い
る
か
を
表
し
た
『
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
』
を
紹
介
し
ま
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
企
業
会
計

で
い
う
貸
借
対
照
表
に
あ
た
る
も
の

で
す
。

　
表
の
左
側
に
資
産(

町
の
財
産)

、

右
側
に
負
債(

将
来
の
世
代
の
負
担)

と
、
資
産
か
ら
負
債
を
差
引
い
た
額

の
正
味
資
産(

今
ま
で
の
世
代
の
負

担)

を
表
示
し
、｢

資
産
＝
負
債
＋
正

味
資
産｣

と
い
う
構
図
に
な
り
ま
す
。

双
方
が
同
額
に
な
っ
て
釣
り
合
う
こ

と
か
ら
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
呼
ば
れ

貸
借
対
照
表
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）
と

　
　
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
で
見
る
財
政
状
況

貸
借
対
照
表（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）と
は
？

平
成
十
八
年
度
の
状
況
は
？

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
と
は
？

【
表
か
ら
分
か
る
こ
と
】

【
今
年
の
行
政
コ
ス
ト
は
】

【
収
入
項
目
に
つ
い
て
】

て
い
ま
す
。

　
左
の
図
は
、
一
般
家
庭
の
イ
メ
ー

ジ
に
置
き
換
え
て
表
示
し
た
も
の

で
、
本
来
の
額
を
町
の
総
世
帯
数
で

割
っ
て
表
し
た
も
の
で
す
（
資
産
合

計
は
四
〇
一
万
九
七
四
円
）。下
表
は

普
通
会
計
貸
借
対
照
表
（
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
）の
概
要
版
で
す
の
で
、比
較

し
な
が
ら
ご
覧
下
さ
い
。（
詳
細
版
は

西
原
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
）

　
貸
借
対
照
表
（
概
要
版
）
を
説
明
す
る
前
に
、
表
の

見
方
を
確
認
し
ま
す
と
、
表
の
左
側
に
資
産
（
町
の
財

産
）
を
、
右
側
は
資
産
を
取
得
す
る
た
め
負
担
し
た
内

容
と
し
て
、
負
債
（
将
来
の
負
担
と
な
る
借
金
等
）

と
、
正
味
資
産
（
こ
れ
ま
で
負
担
し
た
資
金
）
に
分
け

て
表
示
し
て
い
ま
す
。

　
資
産
か
ら
主
な
も
の
を
説
明
し
ま
す
と
、
資
産
の
九

四
％
を
固
定
資
産
が
占
め
、
額
に
す
る
と
約
四
五
五
億

円
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
土
木
費
（
道
路
や
公
園

な
ど
）
が
六
割
以
上
を
占
め
ま
す
。
固
定
資
産
以
外
の

資
産
と
し
て
は
、
基
金
（
貯
金
）
や
現
金
、
未
回
収
の

税
金
な
ど
で
、
資
産
総
額
で
は
約
四
八
六
億
円
に
な
り

ま
す
。
こ
の
資
産
を
取
得
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
負

担
し
た
額
が
「
正
味
資
産
」
で
、
資
産
総
額
の
七
六
％

を
占
め
ま
す
。
残
り
二
四
％
は
負
債
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
か
ら
返
済
す
る
借
金
が
主
な
も
の
で
す
。

（
詳
細
は
表
で
ご
確
認
下
さ
い
）

（平成19年3月31日現在：総世帯12,116世帯）

401万974円

375万4778円

14万5600円

11万596円

・マイホーム・土地・

自動車など

・マイホームや自動
車のローンなど

・定期預金や
  株券など

・普通預金や
  現金など

金の使い道 資金の調達方法

資　産

97万1648円

303万9326円

負　債

正味資産

有形固定
資産

投資等

流動資産

一世帯に置き換えてみた場合

・マイホームを
購入する為、親
から援助や自分
で既に支払った
額（純資産）

［資産の部］ ［負債の部］

１．有形固定資産 １．固定資産 11,029,913

土地や建物などの資産。17年度より7億7,459万円増。 借金の返済金など平成18年4月以降に予定されて
いる金額。

　＜内訳＞
　＜内訳＞

（１）総務費（庁舎、公用財産）

（２）民生費（保育所や児童館）

（５）農林水産業費（農道など）

（７）土木費（道路や公園など）

（９）教育費（学校や図書館など）

（10）その他

　　 （衛生費、消防費、公用財産など）

680,778

711,818

2,111,091

28,525,071

13,253,406

210,724

173,964

475,666

1,114,464

45,492,888

　（１）地方債

9,774,693

0

1,255,220

　　 　平成17年度より2,622万1千円増。

　（３）退職給与引当金

　　　平成17年度より9,632万5千円増。

２．投資等 1,764,094 ２．流動負債　742,579
　　積立金や外郭団体などへの出資金・貸付金。 借入金の返済で、翌年度の1年以内に支払いを

予定しているもの。

平成17年度より6,944万5千円増。

　＜内訳＞

　（１）投資及び出資金

　（２）貸付金

　（３）基金（積立金）

　　

３．流動資産 1,339,979 負　債　合　計 11,772,492
資金不足に備えた預金や現金。税の滞納により

回収できなかった税金など。 ［正味資産の部］

　＜内訳＞ １．国庫支出金 18,091,503

　（１）現金・預金 506,018

333,797

172,221

833,961

348,468

485,493

　　坂田幼稚園園舎、小那覇マリンウタウン線道路
　　　①財政調整基金・減債基金 　　東崎公園整備等で、前年度比7億7,955万円増。
　　　③歳計現金 ２．都道府県支出金 1,687,937

　（２）未収金 ３．一般財源等 17,045,029

　　　①地方税

　　　②その他 正味資産　合計 36,824,469

資産合計 48,596,961 〈負債＋正味資産）合計 48,596,961

平成18年度普通会計貸借対照表（概要版）

　（２）債務負担行為

　　　年度毎に分割で支払う固定資産等。

借　　　　　　方 貸　　　　　　方

（平成19年3月31日現在）（単位：千円）

　
貸
借
対
照
表
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
）
で
は
、
町
の
所
有
す
る
資
産
（
土

地
や
建
物
）
や
、
そ
れ
ら
を
得
る
た

め
の
財
源
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
対
し
「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」
で

は
、
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
人

的
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
、
ど
の
分
野
に
ど
れ
く
ら
い
の

コ
ス
ト
（
費
用
）
が
か
か
り
、
そ
の
財

源
と
し
て
ど
の
よ
う
な
収
入
で

賄
っ
て
い
る
の
か
を
説
明
し
ま
す
。

　
表
を
縦
に
見
た
場
合
、
性
質
別
割

合
で
一
番
大
き
い
の
が
『
移
転
支
出

な
コ
ス
ト(

３)

』
で
二
九
億
八
一
二

一
万
円
（
全
体
の
四
〇
・
五
％
）
で

す
。
こ
の
費
用
の
４
割
は
扶
助
費
が

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
費
用
を
横

に
見
て
み
る
と
、
分
野
別
で
は
民
生

費
で
多
く
支
出
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
次
に
大
き
い
項
目
は

『
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
（
２
）
』
で
、
二

一
億
一
四
一
五
万
円
（
全
体
の
二

八
・
七
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
中
で
も

教
育
費
に
か
か
る
物
件
費
（
図
書
館

や
教
育
施
設
の
費
用
）
が
多
く
か

か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
行
政
コ
ス
ト
（
費
用
）
に
対
す
る

収
入
（
財
源
）
の
七
〇
・
七
％
は
、
一

般
財
源
（
町
税
や
国
か
ら
の
財
源
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。使
用
料
・
手
数

　
下
表
の
「
平
成
十
八
年
度
行
政
コ

ス
ト
計
算
書
（
概
要
版
）
」
を
縦
に
見

て
い
く
と
、「
人
に
か
か
る
コ
ス
ト
」

「
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
」「
移
転
支
出

的
な
コ
ス
ト
」「
そ
の
他
の
コ
ス
ト
」

の
４
項
目
に
仕
分
け
さ
れ
て
い
て
、

ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
に
費
用

が
か
か
っ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
項
目
の
詳
細
は
「
行

政
コ
ス
ト
の
性
質
別
分
類
」
で
ご
確

認
下
さ
い
）
。
ま
た
、
表
を
横
に
見
て

い
く
と
民
生
費
・
衛
生
費
・
土
木
費

な
ど
、
ど
の
分
野
に
費
用
が
か
か
っ

て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

料
等
に
は
財
源
内
容
で
表
示
し
た

項
目
以
外
に
、
給
食
費
や
幼
稚
園
使

用
料
等
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
収
入
合
計
か
ら
行
政
コ
ス
ト

合
計
と
、
こ
れ
ま
で
の
国･

県
の
支

出
金
で
取
得
し
た
資
産
の
減
価
償

却
費
を
差
引
い
た
場
合
、
今
年
度
の

収
支
は
二
億
三
七
六
万
円
増
と
な

り
ま
す
。(

注
２)

平成18年度行政コスト計算書　（概要版）
〔行政コスト〕

総　　　額 民　生　費 衛　生　費 土　木　費 教　育　費 そ　の　他構成比率

人件費 16億9,066万円

3億1,048万円

20億114万円

22.9%

4.2%

27.1%

3億3,126万円

─ ─

─ ─

─

─ ─

─

─ ─

──

────

─

─ ─

─ ─

─ ─

─

─

7,952万円

7,952万円

1億3,949万円 5億5,295万円 5億8,744万円

退職給与引当金など 3億1,048万円

小　　　　計

小　　　　計

小　　　　計

小　　　　計

3億3,126万円 1億3,949万円 5億5,295万円 8億9,792万円

増減理由：前年度よりも2億4,847万円増　（退職者増による退職給与引当金増が主な要因）

物件費 9億9,318万円

4,929万円

10億7,168万円

21億1,415万円

13.5%

0.7%

14.5%

28.7%

6,795万円 1億8,433万円 802万円 4億5,471万円 2億7,817万円

維持補修費 3,215万円 1,526万円 188万円

減価償却費 3,556万円 418万円 6億1,333万円 2億7,365万円 1億4,496万円

1億351万円 1億8,851万円 6億5,350万円 7億4,362万円 4億2,501万円

増減理由：前年度よりも1億4,536万円減　(保育所建設事業補助減による民生費の投資的経費減が主な要因）

（１）扶助費 12億6,756万円 17.2%

11.9%

11.3%

0.1%

40.5%

12億926万円

1億2,470万円

7億197万円

20億3,593万円

4,204万円

1億9,722万円

246万円

2億4,172万円

1,626万円

5,168万円

6,794万円

（２）補助費等 8億7,735万円 391万円

1億2,997万円

1億3,388万円

4億9,984万円

190万円

5億174万円

（３）繰出金

（４）

8億3,194万円

普通建設事業費
（他団体等への補助金等） 436万円

29億8,121万円

増減理由：前年度よりも7,315万円減　（国保事業への操出金減による民生費操出金減が主な要因）

（１）災害復旧事業費

（２）失業対策事業費

（３）公債費（利子分のみ） 2億3,881万円

4,054万円

2億7,935万円

3.2% 2億3,881万円

（４）債務負担行為繰入

（５）不納欠損額 0.5% 4,054万円

3.7% 2億7,935万円

増減理由：前年度よりも945万円減　（昭和60年～平成5年度の公園事業債が完済したことによる公債費の減）

73億7,585万円 100.0%

（100％）

24億7,070万円 5億975万円 9億2,687万円 13億6,451万円 21億402万円

（ 構 成 比 率 ） （33.5％） （6.9％） （12.6％） （18.5％） （28.5％）

〔収入項目〕

総　　額 構成
比率（注１）

財　　　　源　　　　内　　　　容

１ 8億2,948万円

10億5,797万円

52億1,283万円

71億28万円

11.2% 分担金及び負担金、使用料、手数料、財産収入、寄付金、繰入金、諸収入など

２ 14.3% H18年度に交付された国・県支出金で、貸借対照表に計上されている分を除いた額

３ 70.7% 地方税、譲与税等、交付金等、地方交付税など

96.2% （注１） 行政コスト合計に対する各収入項目の割合
（注２)　算式 ＝ 収入 － 行政コスト＋（国・県で取得した資産の減価償却費 4億7,933万円）

2億376万円

内 

訳 

⇒

内 

訳 

⇒

内 

訳 

⇒

内 

訳 

⇒

内 

訳 

⇒

4

収 入 合 計

一般財源等増減額(注２）

行 政 コ ス ト 合 計

区　　　分

区　　　分

1

2

3

行政コストの性質別分類

1 人にかかるコスト 議員報酬、職員の人件費など

2 物にかかるコスト
消耗品や光熱費などの需用費、各施設
の運営費や修繕費など

3 移転支出的なコスト
各種団体への補助金、特別会計への
繰出金、高齢者・幼児・身体の不自由
な方への手当など

4 その他のコスト
町で借入れしているお金の利子分、徴
収ができなくなった町税など

使 用 料・手 数 料 等

国 庫（ 県 ）支 出 金

一 般 財 源

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

 

財
政
課
　
財
政
係

 

☎
９
４
５
・
５
０
２
９

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
４
６
・
６
０
８
６
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勤
労
感
謝
の
日【
11
／
23(

金)

】

は
、ご
み
を
回
収
し
ま
せ
ん

Ｄ
Ｖ
防
止
パ
ネ
ル
展
の
開
催

に
つ
い
て

講 

演 

会

〜
１
＋
１
で
社
会
を
明
る
く
〜

年
末
清
掃
は
、お
早
め
に
！

〜
住
民
・
事
業
所
の
皆
様
へ
の
お
願
い
〜

沖
縄
県
民
手
帳
の
発
売
に

つ
い
て

　
11
月
23
日(

金)

は
勤
労
感
謝
の
日

の
為
、
ご
み
収
集
業
務
は
休
止
で

す
。
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
尚
、
ご
み
収
集
の
休
み
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

【
燃
え
る
・
燃
え
な
い
・
危
険
・
粗
大
ご
み
】

・
年
始(

１
／
１
〜
１
／
３)

　

・
こ
ど
も
の
日(

５
／
５)

　

・
勤
労
感
謝
の
日(

11
／
23)

【
資
源
ご
み
】　

・
年
始(

１
／
１
〜
１
／
３)

　

・
祝
祭
日
及
び
振
替
休
日
　

(

６
／
23
の
慰
霊
の
日
を
含
む)

【
お
問
合
わ
せ
】

健
康
衛
生
課
　
環
境
保
全
係

☎
９
４
５
・
５
０
１
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
４
４
・
６
５
５
１

　
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
は
、
犯

罪
と
な
る
行
為
を
も
含
む
重
大
な

人
権
侵
害
で
す
。
パ
ネ
ル
展
で
は

Ｄ
Ｖ
防
止
法
に
つ
い
て
イ
ラ
ス
ト

入
り
で
詳
し
く
解
説
し
、
ま
た
被

害
者
の
体
験
集
（
手
記
）
も
展
示
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
Ｄ
Ｖ
へ
の
関

心
を
深
め
、
誰
も
が
人
間
ら
し
く

生
き
て
い
け
る
社
会
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】
11
月
19
日
（
月
）
〜
22
日

（
木
）午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

【
場
所
】西
原
町
役
場 

玄
関
ロ
ビ
ー

【
展
示
内
容
】
Ｄ
Ｖ
防
止
法
、
被
害

者
の
体
験
集
の
展
示
、
ビ
デ
オ
放

映
等

【
お
問
合
わ
せ
】

企
画
政
策
課 

女
性
行
政
振
興
係

☎
９
４
５
・
４
５
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
４
６
・
６
０
８
６

　
保
護
観
察
を
通
し
て
、
特
に
非

行
少
年
た
ち
と
関
わ
る
中
で
、
少

年
達
か
ら
学
ん
だ
貴
重
な
お
話
で

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
11
日
（
日
）
午
後
２
時

〜
４
時

【
会
場
】

西
原
町
中
央
公
民
館
　
大
ホ
ー
ル

【
講
師
】
佐
久
本
英
子
（
那
覇
保
護

観
察
所
所
長
）

【
主
催
】
西
原
町
女
性
団
体
連
絡
協

議
会

【
お
問
合
わ
せ
】
企
画
政
策
課
　
女

性
行
政
振
興
係

☎
９
４
５
・
４
５
３
３

　
「
２
０
０
８
年
版
沖
縄
県
民
手

帳
」
を
企
画
政
策
課
に
て
11
月
中

旬
よ
り
発
売
予
定
で
す
。

【
手
帳
の
価
格
・
サ
イ
ズ
・
ス
タ
イ
ル
】

カ
バ
ー

：

差
込
み
式
（
表
紙
側
二
重

ポ
ケ
ッ
ト
・
透
明
）
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
編
、住
所
録
編
の
２
冊
セ
ッ
ト

○
大
型
判（
９
㎝×

14
㎝
）

　…

６
０
０
円
　
　
　

○
小
型
判（
７
㎝×

11
㎝
）

　…

３
０
０
円
　

【
予
約
申
し
込
み
先
】

企
画
政
策
課
　
統
計
係

☎
９
４
５
・
４
５
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
４
６
・
６
０
８
６

【
予
約
申
込
期
間
】

11
月
16
日（
金
）ま
で

【
手
帳
配
布
・
お
支
払
い
】

11
月
中
旬
〜
12
月
21
日
（
金
）
の
期

間
中
、
西
原
町
役
場
企
画
政
策
課

窓
口
に
て
代
金
引
換（
直
接
払
い
）

　
年
末
清
掃
の
時
期
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。　

　
各
家
庭
で
の
年
末
清
掃
が
12
月

に
集
中
し
ま
す
と
、
通
常
の
倍
以

上
の
ご
み
が
搬
入
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
ご
み
処
理
場
で
の
処
理
が

困
難
に
な
る
ば
か
り
か
、
迅
速
な

収
集
運
搬
に
も
支
障
を
き
た
す
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
左
記
事
項

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

●
年
末
清
掃
は
で
き
る
だ
け
早
い

日
程
で
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

●
ご
み
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

為
に
も
徹
底
し
た
分
別
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
お
問
合
わ
せ
】

健
康
衛
生
課
　
環
境
保
全
係

☎
９
４
５
・
５
０
１
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
４
４
・
６
５
５
１

　
こ
の
た
び
、
路
線
バ
ス
等
公
共

交
通
の
運
行
が
な
い
池
田
区
、
小

波
津
団
地
区
、
東
崎
住
宅
地
周
辺

の
３
地
域
に
お
い
て
、
公
共
バ
ス

等
運
行
に
関
す
る
地
域
住
民
の
意

向
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
同
地
域
に
お
け

る
、
今
後
の
新
た
な
公
共
交
通
確

保
に
向
け
た
足
が
か
り
と
な
る
重

要
な
調
査
と
な
り
ま
す
の
で
、
３

地
域
の
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
調
査
地
域
】
池
田
区
・
小
波
津
団

地
区
・
兼
久
区

【
調
査
期
間
】

平
成
19
年
11
月
１
日
〜
30
日

【
調
査
方
法
】
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
調
査
票
の
配
布
・
回
収
は
各
自
治

会
で
行
い
ま
す
。）

【
実
施
機
関
】沖
縄
総
合
事
務
局

【
調
査
委
託
業
者
】昭
和
株
式
会
社

【
お
問
合
わ
せ
】

企
画
政
策
課
　
政
策
係

☎
９
４
５
・
４
５
３
３

【
日
時
】
平
成
20
年
２
月
24
日
（
日
）

午
前
９
時
ス
タ
ー
ト

【
参
加
料
】

●
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン…

　
一
　
般
４
、０
０
０
円

　
高
校
生
３
、０
０
０
円

●
10
㎞
ロ
ー
ド
レ
ー
ス…

　
一
　
般
２
、５
０
０
円

　
高
校
生
１
、０
０
０
円

【
申
込
期
間
】

11
月
１
日（
木
）〜
12
月
28
日（
金
）

【
お
問
合
わ
せ
】

お
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

☎
９
３
０
・
０
０
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
３
０
・
０
１
０
１

【
日
時
】
11
月
18
日
（
日
）
午
後
２
時

〜
４
時
半

【
会
場
】

西
原
町
中
央
公
民
館
　
大
ホ
ー
ル

【
出
演
者
】
大
城
友
弥
・
コ
ー
ル
西

原
・
白
線
会
・
沖
盲
Ｏ
Ｂ
バ
ン
ド

■日　時　平成 19年 11 月 18 日（日）
　　　　　午前 9時 30 分開始（9時受付）
■場　所　西原南小学校　体育館
■参加料　無料

■対象者　町内外の一般の方、保育士、教諭、

　　　　　栄養士、農業関係者等で現在食育

　　　　　に携わっている方及び、食育に興味

　　　　　のある方

いきいき健康フェスタ2007いきいき健康フェスタ2007いきいき健康フェスタ2007

西原町食育フォーラム西原町食育フォーラム
自分の健康は自分で作ろう！自分の健康は自分で作ろう！ 第２弾第２弾

パネリスト　安谷屋　純一　氏

講師・コーディネーター
堤　ちはる　氏

第1部　食育キャンペーン表彰

第 2部　食育フォーラム

　○食育講演会（講師：堤　ちはる氏）

　○パネリストによる食育実践発表とパネルディス　

　　カッション

　　

第 3部　家庭でできるプランター菜園講習会

　ＪＡおきなわと農家の方による実演・講習

　作物：インゲン、チンゲンサイ等

パネリスト　愛和保育園
　　　　　　善隣幼稚園
　　　　　　西原町生活研究会
　　　　　　エスカル・クッキングスタジオ
　　　　　　（安谷屋　純一　氏）
コーディネーター　堤　ちはる　氏

〈展示コーナー〉

主な内容

★食育キャンペーン受賞者作品展示
★フォーラムパネリストの活動内容展示
★西原町食と農の推進協議会活動内容展示
★西原町食生活改善推進員活動内容展示
★地域の特産品、農作物紹介
★学校給食コーナー
★有限会社メイト沖縄　食育関連商品、活動紹介

【お問合せ】　
健康衛生課　☎945-5013（内 163～166）
産　業　課　☎945-4540（内 403）

「第40回全沖縄菊花展」開催
　県内の菊愛好家が丹精こめて育て上

げた逸品を一堂に展示し、栽培技術の

向上と、普及を図り、広く県民に緑化

推進運動を啓発するため、下記のとお

り沖縄菊花展が開催されます。

会　期 ： 平成19年11月22日（木）～25日（日）　

　　　　午前9時30分～午後7時

　　　　※最終日25日は午後5時まで

会　場 ： ニューマン (西原町字小那覇1565番地 )

　　　　TEL　945-3303

参観料 ： 無　料

主　催 : 沖縄県菊花連盟・沖縄タイムス社

第
16
回
お
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン

西
原
町
身
体
障
害
者
協
会

視
覚
部
発
足
10
周
年
記
念

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

公
共
バ
ス
等
運
行
に
関
す
る

地
域
住
民
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
へ
の
ご
協
力
に
つ
い
て

坂田工業
工 場 〒903-0117 西原町字翁長559－1
TEL・FAX（098）945-5003

軽量鉄骨・鉄格子・門トビラ

手すり・フェンス工事・遊具工作

出張溶接・その他一切

営 業 種 目

※駐車スペースに限りがありますので、
　公共の交通機関等をご利用ください。　

・エスカル・クッキングスタジオ主宰

・全日本司厨士協会沖縄県本部副理事長

・（社）沖縄県調理師会副会長

・フランス料理アカデミー会員

・社会福祉法人恩賜財団母子愛育会

　日本子ども家庭総合研究所

　母子保健研究部栄養担当部長

・日本社会事業大学兼任講師

・保健学博士、管理栄養士
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沖
縄
県
立
農
業
大
学
校

　
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

平
成
20
年
度
小
渕
東
西
セ
ン
タ
ー

奨
学
生
・
小
渕
ア
ジ
ア
太
平
洋
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
奨
学
生

の
募
集

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

自
動
車
事
故
に
よ
り
重
度

後
遺
障
害
と
な
ら
れ
た
方
、

被
害
者
の
方
へ

平
成
19
年
度
ゆ
が
ふ
う
塾

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
中
城

労
災
保
険
の
こ
と
、お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

愛
の
贈
り
物

お
詫
び
と
訂
正

行
政
書
士
無
料
相
談

２
０
０
８
年
度
よ
り
、西
原
高
校
は

新
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習

通
信
講
座
受
講
者
募
集
中
！

│「
沖
縄
県
最
低
賃
金
」改
定

　
　
　
　
　
８
円
引
上
げ
│

守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！
こ
の
最
低
賃
金

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
に
つ
い
て

【
入
場
料
】

高
校
生
以
上
　
１
、０
０
０
円

小
中
学
生
　
５
０
０
円

【
主
催
】

西
原
町
身
体
障
害
者
協
会
視
覚
部

【
お
問
合
わ
せ
】

西
原
鍼
灸
治
療
院
　
小
波
津
正
芳

☎
９
４
６
・
９
８
４
８

本
科
（
２
年
過
程
）
コ
ー
ス
・
短
期

養
成
科（
１
年
過
程
）コ
ー
ス
募
集

○
一
般
入
試（
本
科
）

願
書
受
付

：

11
月
５
日(

月)

〜
12
月

27
日(

木)

試
験
日

：

平
成
20
年
１
月
31
日(

木)

○
一
般
入
試
・
特
別
推
薦
入
試
（
短

期
養
成
科
）

願
書
受
付

：

平
成
20
年
１
月
７
日

(

月)

〜
２
月
７
日(

木)

試
験
日

：

平
成
20
年
２
月
21
日(

木)

【
お
問
合
わ
せ
】

〒
９
０
５-

０
０
１
９

名
護
市
大
北
１-

15-

９

沖
縄
県
立
農
業
大
学
校
教
務
担
当

☎
０
９
８
０
・
５
２
・
０
０
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
８
０
・
５
４
・
２
８
５
３

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
、
職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
つ
き
ま
と
い
（
ス
ト
ー

カ
ー
）
な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
が

あ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
電
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
期
間
】

11
月
12
日（
月
）〜
11
月
18
日（
日
）

【
時
間
】

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
土
・

日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

【
お
問
合
わ
せ
】

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

【
相
談
担
当
者
】

人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員

沖
縄
県
最
低
賃
金
　
時
間
額

６
１
８
円

平
成
19
年
10
月
28
日
発
効

特
定
の
産
業
に
は
、
産
業
別
最
低

賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
お
問
合
わ
せ
】

沖
縄
労
働
局
賃
金
室

☎
８
６
８
・
３
４
２
１
　

○
小
渕
東
西
セ
ン
タ
ー

　
沖
縄
県
の
振
興
を
担
う
人
材
の

育
成
を
図
る
た
め
東
西
セ
ン
タ
ー

（
ハ
ワ
イ
州
）
を
通
し
て
、
ハ
ワ
イ

大
学
大
学
院
マ
ノ
ア
校
へ
留
学
生

を
派
遣
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】修
士
課
程
２
人
程
度

○
小
渕
ア
ジ
ア
太
平
洋
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
地
域
社
会
の
様
々
な
変
化
や
要

請
に
対
応
し
う
る
地
域
専
門
家
の

育
成
と
、
個
々
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
能
力
の
強
化
の
た
め
、
イ
ー
ス

ト
ウ
エ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
（
ハ
ワ
イ

州
）へ
留
学
生
を
派
遣
し
ま
す
。

【
応
募
締
切
日
】

11
月
22
日（
木
）17
時
必
着

【
お
問
合
わ
せ
】（
財
）
沖
縄
県
国
際

交
流
・
人
材
育
成
財
団

☎
９
４
１
・
６
７
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
４
１
・
６
８
１
１

U
R
L
  h
ttp
://w
w
w
.o
ih
f.o
r.jp
/

●
労
災
の
年
金
、
介
護
、
生
活
問
題

な
ど
。

●
仕
事
の
疲
れ
か
ら
く
る
健
康
・

精
神
的
悩
み
な
ど
「
過
労
死
」
等
の

相
談

【
日
時
】
毎
日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）９
時
〜
17
時

【
場
所
】
沖
縄
労
災
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
財
）
労
災
年
金
福
祉
協

会
　
沖
縄
労
災
年
金
相
談
所

那
覇
市
松
山
１-

32-

７
　
郵
政
福

祉
那
覇
久
米
ビ
ル
４
階

☎
８
６
９
・
１
３
２
８

【
相
談
方
法
】
来
所
、
電
話
、
文
書
等

に
よ
り
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、

60
〜
64
歳
の
方
で
、心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
に
重
度
の
障
害
を
持
つ
方

【
実
施
時
期
】
平
成
19
年
10
月
１
日

〜
平
成
20
年
２
月
29
日

【
実
施
場
所
】
中
部
地
区
医
師
会
加

盟
等
の
医
療
機
関
。

【
接
種
料
金
】
４
、
０
０
０
円
（
町
負

担
３
、
０
０
０
円
、
個
人
負
担
１
、

０
０
０
円
）

※

町
と
契
約
し
て
な
い
病
院
で
接

種
す
る
時
は
個
人
負
担
が
増
え
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
接
種
時
の
注
意
】

①
事
前
に
接
種
医
療
機
関
へ
の
予

約
が
必
要
で
す
。

②
健
康
手
帳
（
住
民
健
診
時
に
用

い
る
緑
色
の
手
帳
）
を
持
参
す
る

こ
と
。

※

手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

役
場
窓
口
で
の
発
行
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

※

生
活
保
護
世
帯
の
場
合
、
個
人

負
担
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

③
予
診
票
（
問
診
票
）
は
、
医
療
機

関
に
備
え
付
け
の
も
の
を
使
用
し

て
下
さ
い
。

※

個
人
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
詳
細
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

【
お
問
合
わ
せ
】

健
康
衛
生
課
　
保
健
係

☎
９
４
５
・
５
０
１
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
４
４
・
６
５
５
１

  

　
21
世
紀
の
中
部
圏
域
の
振
興
発

展
を
担
う
、
関
係
市
町
村
職
員
の

リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業
と
し
て
開
設

し
て
い
る
「
ゆ
が
ふ
う
塾
」
に
お
い

て
、
今
年
度
は
「
中
城
村
」
を
題
材

に
「
地
域
の
広
報
力
向
上
」
、「
み
ん

な
で
す
る
子
育
て
社
会
」
、「
自
治

基
本
条
例
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に

て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
16
日
（
金
）
午
後
１
時

30
分
開
場（
２
時
開
演
）

【
場
所
】吉
の
浦
会
館（
中
城
村
）

【
お
問
合
わ
せ
】

中
部
広
域
市
町
村
事
務
組
合

☎
９
３
２
・
１
６
８
５

  〈
介
護
料
支
給
の
ご
案
内
〉

　
自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
脳
、
脊

髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷

し
、
重
度
の
後
遺
障
害
を
持
つ
た

め
、
移
動
、
食
事
、
排
泄
な
ど
日
常

生
活
動
作
に
つ
い
て
常
時
ま
た
は

随
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
対
象

者
を
介
護
す
る
ご
家
庭
に
対
し
、

ご
家
族
の
経
済
的
、
精
神
的
、
肉
体

的
な
負
担
軽
減
の
た
め
、
介
護
料

の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
〉

　
自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者

が
死
亡
、
も
し
く
は
重
度
の
後
遺

障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
た
め

に
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
ご
家
庭

の
お
子
様
の
健
全
な
育
成
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
義
務
教
育
修
了
ま
で

の
成
長
期
に
お
け
る
経
済
的
な
手

助
け
を
行
う
貸
付
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
同
制
度
を
利
用
す
る

方
々
の
交
流
の
場
と
し
て
「
友
の

会
」
を
設
置
し
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
通
じ
た
精
神
的
な
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
全
国
の
支
所
に
配
置

し
て
い
る
家
庭
相
談
員
が
交
通
被

害
者
の
家
庭
の
様
々
な
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

【
申
込
・
お
問
合
わ
せ
】（
独
）
自
動

車
事
故
対
策
機
構
沖
縄
支
所

☎
８
６
２
・
８
６
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
６
２
・
８
６
６
８
　

 

　
円
滑
な
行
政
手
続
き
に
よ
り
県

民
の
利
便
に
資
す
る
「
身
近
な
街

の
法
律
家
」
と
し
て
行
政
書
士
を

ア
ピ
ー
ル
、
活
用
し
て
い
た
だ
く

目
的
で
、
行
政
書
士
無
料
相
談
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
相
談
内
容
】
各
種
盛
業
許

可
・
登
録
、
相
続
遺
言
等
に
関
す
る

事
項
、
交
通
事
故
の
相
談
、
契
約

書
・
示
談
書
の
作
成
、
農
地
転
用
手

続
き
・
開
発
行
為
許
可
申
請
な
ど

＊
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

【
開
催
日
時
】
毎
月
第
２
月
曜
日
　

９
時
〜
17
時
（
第
２
月
曜
日
が
祝

祭
日
の
場
合
は
、
第
３
月
曜
日
に

変
更
）

【
場
所
】沖
縄
県
行
政
書
士
会

〒
９
０
１-

２
１
３
２
　
浦
添
市
伊

祖
４
丁
目
６
番
２
号

☎
８
７
０
・
１
４
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７
６
・
８
４
１
１

《
健
康
科
学
コ
ー
ス
》

　
競
技
ス
ポ
ー
ツ
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
専
門
的
な
能
力
を
身

に
つ
け
、
健
康
の
基
礎
、
健
康
の
あ

り
方
等
を
学
び
、
大
学
等
へ
の
進

学
を
目
指
し
ま
す
。

《
文
理
コ
ー
ス
》

　
多
様
な
進
路
や
個
々
の
適
性
及

び
興
味
・
関
心
に
あ
っ
た
選
択
科

目
を
学
び
、
県
内
外
の
私
立
大
学

等
の
進
学
を
目
指
し
ま
す
。

《
特
別
進
学
コ
ー
ス
》

　
必
修
早
朝
講
座
や
課
外
講
座
な

ど
を
通
し
、
現
役
で
の
国
公
立
大

学
や
私
立
大
学
の
合
格
を
目
指
し

ま
す
。

【
お
問
合
わ
せ
】

県
立
西
原
高
等
学
校

☎
９
４
５
・
５
４
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
４
６
・
０
３
３
９

http://w
w
w
.n
ishihara-h

.open
.ed.jp

   

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
趣
味
か
ら

資
格
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
通

信
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
丁

寧
な
添
削
で
、
初
め
て
の
方
で
も

安
心
で
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内

書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

【
講
座
】
俳
句
、
短
歌
、
書
道
、
水
彩

画
、
絵
手
紙
、
写
真
、
漢
方
薬
膳
、
園

芸
、
医
療
事
務
な
ど
（
全
２
０
０

コ
ー
ス
以
上
）

【
受
講
期
間
】
３
ヶ
月
〜
１
年
（
講

座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

【
受
講
申
込
】年
中
受
付

【
案
内
書
請
求
・
お
問
合
わ
せ
】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

☎
０
４
２
・
５
７
２
・
３
１
５
１

無
料
案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
　
０
１
２
０
・
０
６
・
８
８
８
１

  

福
祉
事
業
へ

字
幸
地
７
４
４
番
地

與
那
嶺
正
貞
様
か
ら
３
万
円

人
材
育
成
会
へ

字
棚
原
７
７
７
番
地
の
１

伊
波
彌
三
治
様
か
ら
10
万
円

町
立
図
書
館
へ

字
翁
長
４
８
０
番
地
の
２

松
田
賢
基
様
か
ら
10
万
円

　
広
報
に
し
は
ら
10
月
号
で
掲
載

し
ま
し
た『
第
28
回
西
原
町
陸
上
競

技
大
会
成
績
表
』
の
中
で
３
箇
所

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
、
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
男
子
ヤ
リ
投
げ
１
位
記
録

誤「
８
・
５
９
ｍ
」↓

正「
３
８
・
５
９
ｍ
」

30
代
走
り
高
跳
び
３
位

誤「
空
欄
」↓

正「
前
田
忠
久（
兼
久
）１
・
４
０
ｍ
」

中
学
生
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー

（
女
子
）２
位
小
波
津
梨
奈
所
属

誤「
小
那
覇
」↓
正「
小
波
津
」

西原町公式ホームページ　http ://www.town .nishihara .okinawa .jp

〒901-2133 浦添市城間4-24-2
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